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研究成果の概要（和文）：研究目的は、アラビア半島のオマーン湾港町遺跡ディバを発掘し、そ

の出土品を用いて地域間の技術的影響の様相を時代的に探ることであった。遺跡出土品には現

地産製品、及びオマーン、イエメンなどの周辺地域産製品の他に、現在の中国、ベトナム、タ

イ、ミャンマー、ウズベキスタン、イラン、イラク産の生活用品があり、その種類と組み合わ

せ、量的な比率、流通状態の時代的変遷から、当時の海上貿易で物が交流した実態が推測でき

るようになった。こうした研究は広範囲の陶磁器資料を扱っている研究代表者による成果が期

待されていたが、世界史的にも未知の地域の歴史資料が増加したことにより、研究の意義が深

まることとなった。 
出土した各地域産の陶磁器やガラス、生活用具、装飾品は、地域間技術交流の実態と海上貿

易が果たした地域生活文化の形成過程を考える資料として有用なものとなった。層位的に収集
した出土品の整理分類で貿易品と地域内生産品の同時代組み合わせの状態が判明した。産地ご
とに分類した陶磁器の種類・器種・器形を調べ、代表的な器形は実測図を作成し写真を撮影し、
重量や破片数を計測してデータ表を作成した。これまで他の遺跡で調査研究した物や研究成果
と比較して、各種製品の流通圏が想定できるようになった。各種類の陶磁器製作技術を比較検
討し、地域間の技術交流の様相を時代的にとらえることもできるようになった。運ばれた物資
が生産した地域の文化特徴を他地域の文化要素に伝え、その痕跡が輸入した地域の技術に影響
し、地域間技術交流の程度や文化接触の様相を伝える資料となったことを実証した。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to shed light on the technical influence 
between Arabian Peninsula and East Asian countries seen from the maritime trade history. 
We had excavations at Diba port town site in Sharjah Emirate, the United Arab Emirates. 
Houses were dug and many finds were unveiled from the site. Excavated ceramics were 
imported from East and Southeast Asian countries as well as Iran and Central Asia. Finds 
from the site tell us that the usage of ceramics as a daily life materials, dating of 
the combination of finds, changing of the daily life materials by periods and their 
quantity at the excavated site. Using these excavated date from Diba, it becomes clear 
that technical influence between Arabian Peninsula and the other countries by the seaborne 
trade in the Indian Ocean in ancient times. 
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１．研究開始当初の背景 
東西アジアの文物交流史は欧米研究者が

早くから研究し、20 世紀前半にシルクロード
を通してローマや西アジアの文物が漢や唐
へ運ばれたことが知られた。20 世紀末には中
央アジア以外のインド洋・南シナ海に面する
港湾都市遺跡の発掘成果から、文字史料に加
えて豊富な考古学資料を利用した東西交流
史概説が描けるようになった（佐々木達夫
『陶磁器、海をゆく』1999）。こうした研究
状況を背景に、具体的資料を用いた地域間交
流の技術的交流や他地域文化に与えた影響
の程度を論じることができる。この分野には
多様な研究課題があり、未解決の問題が残る。
すでに成果が得られた課題でも、現在の研究
レベルから振り返ると、再検討すべき内容も
みられる。 
 申請者はこうした問題意識からエジプト、
イラク、イラン、アラビア半島、中央アジア
の遺跡で、輸出された中国や東南アジアの陶
磁器から影響を受けたイスラーム陶器の器
形・文様等の類似関係を調べてきた。最近は
ペルシア湾やオマーン湾の沿岸地域で遺跡
調査を実施し、出土陶磁器を整理・分析・資
料化し、それを利用して上記課題を追求して
いた。申請者が 2007 年に刊行した「ペルシ
ア湾・オマーン湾遺跡出土の陶磁器編年」「オ
マーン湾岸北部地域の遺跡出土陶磁器」「西
アジアに輸出された 14～15 世紀の東南アジ
ア陶磁器」「イスラーム陶器の研究と成果」
などはその成果である。そこでは、都市や農
村、港町という違いにより、すなわち遺跡の
種類や性質によって出土する陶磁器の種類
や量、産地、組み合わせに特徴が見られるこ
と、地域的に流通する産地別の特徴すなわち
商圏があること、時代によって各産地の商圏
が変化すること、などを指摘した。申請者が
2006 年に刊行した「アッバース朝と唐の陶
磁器生産技術の交流」「アラビア半島港町遺
跡の食料残滓が語るもの」「中世末～近世の
貿易陶磁流通」「マサフィ砦の発掘と保存修
復」「フジェイラ首長国のイスラーム時代遺
跡踏査」「ジュルファール出土陶磁器の重量」
「ポルトガルが襲った中世港町遺跡コール
ファッカンの発掘 2001～2005 年」なども、
同様の視点から論じたものである。これらの
論文で使用した出土品はいずれも申請者の
発掘資料であった。 
 他地域に輸出された交易品は輸入品とし
て使用した地域が、在地産として模倣品を生
産する同種類製品に影響を与えたことが確
認できる。インド洋貿易で運ばれた陶磁器の

なかでは、中国陶磁器が他の産地に影響した
程度が大きい。影響を受け、形や文様、生産
技術を模倣したイスラーム陶器は周辺地域
に輸出され、さらにそれが他地域に影響を与
え、在地産とともに各地域内で使用される。
そうした影響、模倣に関する具体的な実態は、
遺跡から出土する陶磁器を層位的に分類・集
計して判明するが、そうした視点からの研究
は申請者たちが進めてきた。とくに陶磁器は
遺跡から発掘される出土品の９割以上を占
め、どの地域の遺跡でも普遍的に出土するた
め、広範な地域の様相を比較検討する歴史資
料として有利な研究材料である。申請者たち
の「考古学陶磁器」研究はこの分野の最先端
をいくと思われる。 

申請者は大学院生から中国、東南アジア、
西アジア、中央アジアの「考古学陶磁器」を
研究している。中国の陶磁器の産地研究は研
究者数が多いために進んでおり、申請者も
『元明時代窯業史研究』（吉川弘文館 1985）
で文学博士を取得した。東南アジアの窯跡研
究と出土品の特徴も研究が進行中で、申請者
もカンボジア初の窯跡発掘を行い（青柳・
佐々木『タニ窯跡の研究―カンボジアにおけ
る古窯の調査―』連合出版 2007）、ミャンマ
ー青磁がインド洋各地に大量輸出された歴
史事実を発見した（「西アジアに輸出された
14～15 世紀の東南アジア陶磁器」『青柳洋治
先生退職記念論文集』雄山閣 2007）。西アジ
アや中央アジアの陶器研究は東アジア陶磁
器研究より遅れているが、申請者は最近イス
ラーム陶器の年代調査をウズベキスタンや
アフガニスタンで実施した（東京文化財研究
所との共同研究）。こうした広範囲にわたる
地域調査研究で、申請者は地域間の技術交流
史を比較研究する基盤を築いている。 
 
２．研究の目的 

アラビア半島ペルシア湾とオマーン湾の
港町遺跡で発掘した出土品を用いて、地域間
の技術的影響の様相を探る。現地産製品の他
に現在の中国、ベトナム、タイ、ミャンマー、
ウズベキスタン、イラン、イラクなどで作ら
れた生活用品がペルシア湾・オマーン湾の港
町から出土するが、その種類と組み合わせ状
態、流通の時代的変遷を明確にする。貿易で
運ばれた物資が生産された地域の文化特徴
を他地域の文化要素に伝え組み入れる役割
を果たし、その痕跡が遺跡から出土した物を
作る技術に残り、各地域間の技術交流の程度
や文化接触の様相を伝える。ホルムズ海峡の
港町ディバ遺跡を調査拠点とし、周辺の遺跡



も含めて出土する各地域産の陶磁器やガラ
ス、墓誌名を比較検討して、古代中世アジア
の地域間技術交流の実態と海上貿易が果た
した地域生活文化の形成過程を他地域の状
態と比較研究し、物作り技術が果たした歴史
的な意義を論じることが研究目的である。 
 
３．研究の方法 
調査の方法は２つある。第一に、オマーン

湾岸の古代中世港町遺跡の層位的発掘と資
料収集。第二に、それと関連する地域の出土
資料との比較検討である。これを基礎に、ペ
ルシア湾とインド洋の間に位置するオマー
ン湾沿岸地域の遺跡から出土するイスラー
ム陶器やガラスの技術史研究を行う。すでに
9世紀～10 世紀（サマラ遺跡、アーリ遺跡）、
13 世紀（ルリーヤ遺跡）、14 世紀後半～15 世
紀前半（ジュルファール遺跡）のペルシア湾
を中心とする事例研究は成果を挙げた。今回
はヘレニズム時代、ササン朝時代及び 15 世
紀後半以降の資料を集成し、一つの地域で継
続的に物から見た他地域との技術交流を検
討する。 
他地域との交流と影響を具体的な物を通

して研究するには、各地域における生産の実
態すなわち産地と年代、製品の形や文様、技
術的特徴を知ることが必要である。すでに各
地の生産状況を研究してきた申請者は、併せ
てペルシア湾・オマーン湾沿岸の港町で貿易
や交流の研究も続けてきた。これらの研究成
果を基礎にオマーン湾の港町ディバ遺跡を
層位的に発掘し、地域間技術交流の年代的な
資料不足を補充する。古文書が少ない地域で
あるが、南アラビア文字などが記された墓誌
を用いて物と文字から地域圏を検討する。 

当該課題については、2007 年にスミソニア
ンやバハレーン政府が開催した研究会に招
待され、中国白磁とメソポタミア白釉陶器の
関係について発表し、その方向性の有用性を
確認した。今回プロジェクトは、インド洋貿
易品がもたらした古代中世アジアの地域間
技術交流史を総合的に結論づける研究であ
り、考古学資料が語る物の移動と模倣、新た
な地域文化創成の歴史を描くことにある。 
研究拠点とするアラビア半島アラブ首長

国連邦ディバ遺跡で層位的発掘を実施し、出
土品を時代・産地別に分類し、撮影実測して
重量を計測し、比較検討の基本資料とする。
陶磁器を研究資料の中核におき、層位別・産
地別にその技術的特徴を東アジア・東南アジ
アの陶磁器及び西アジア、中央アジア、アラ
ビア半島の陶器と比較する。製作技術に加え
て、中国陶磁器と文様比較、東南アジア陶磁
器と器形比較、イランと中央アジアの陶器の
器形・文様比較、及びその意味を探ることが
主要な研究方法となる。物に残る技術の痕跡
を観察し、各地域の陶磁器生産技術の比較と

流通を探り、技術交流史の変遷を描きだす。
産地不明瞭な陶磁器やガラスは日本で化学
分析し、産地推定と性質研究を行う。 
 
４．研究成果 
文化交流の存在を明らかにするため、広範

囲な地域でいかに共通性が見られる文物が
発見されるかを示すのが、いわゆるシルクロ
ード研究の基本的課題であった。しかし、発
掘された遺跡の具体的な出土品を数多く見
ると、広い地域の共通性のみを強調するより、
各地域間の独自性や他地域との違いを明確
にすることがより重要であると思う。そこで、
出土品を分類して年代別に地域的に広がる
様相を明らかにする作業によって、文物が流
通する地域的な違いを始めに問題とする。そ
うすることで、文化交流による共通性の歴史
的意味をより正確に捉えられると思う。これ
まで共通性の陰に隠れて見えにくかった、地
域差・地域的特徴を具体的な出土品としての
物に残る技術によって探る研究は、新たな研
究分野を開拓することとなる。 
こうした研究は広範な地域間の研究で取

り上げることが少なく、具体的な成果を挙げ
る研究方法として独創的である。大量に出土
する考古学資料の利用は、世界各地の研究者
にとっても今後の研究法に寄与すると期待
される。文化交流史研究は古くから歴史学の
研究課題であったが、同時にグローバル化し
た現代を考える地域基層文化の歴史研究と
して現代的意義をもつ新鮮な課題でもある。 
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